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夏休み子ども一日預かり事業 

― 子ども達と地域住民の笑顔いっぱいの８日間 ― 
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◆大木町の概要 

人 口  ： １４，５５８人  ４，５４３世帯（平成２２年１１月末現在） 

位 置  ： 福岡県南西部 

 北は久留米市、東は筑後市、南は柳川市、西は大川市に隣接する 

面 積  ： １８．４３平方キロメートル（うち約１４％が堀） 

財政状況 ： 平成２１年度一般会計歳入決算額 

        ５４億８千万円（うち依存財源約３３億９千万円） 

学校等  ： 小学校・・・３校  中学校・・・１校 

 

◆事業の目的 

 次の三つの目的を持って、本事業を実施する。  

①子どもたちに昔遊びや生活の知恵を伝承したり、校区を超えた異年齢児童集団の

中での遊び、並びに地域のいろんな人との交流等、普段できない体験や他人との

関わり方を通して、子ども自身の育ちに寄与する。 

②保護者に対しては、夏休み期間中の子どもの安心・安全な居場所と充実した時間

の過ごし方を提供することで、子育てへの負担を軽減する。 

③地域の高齢者等に対しては、培ってきた技術や体験等を子どもたちのために発揮

するとともに子どもと関わることで、地域の中においても子育て応援団として子

育て支援の輪を広げていく。 

 

◆実施に至る経緯 

保護者から夏休み期間中の子どもの過ごし方についての不安や、夏休みだけの学童

保育所利用についての要望が高まってきていたが、学童保育所も定員を超えていて受

入れる余裕がない状態であった。 

また、地域においては高齢者だけの世帯が増え、子どもとの交流や子育てに関わる

機会も減る中、高齢者の方が培った知恵や能力を子育てに活かせるような“出番”を

たくさん作ることで、高齢者の元気とパワーをもっとまちづくりに活かすことが大切

であった。 

そこで、平成１９年度に小学校全児童の保護者を対象にアンケート調査を実施し、

保護者の要望も織り交ぜながら本事業を実施することになった。 



◆事業の内容 

 本事業は、平成１９年度から地域住民との協働事業として実行委員会方式で実施。 

（１）開催期間  

夏休み期間中の毎週火・木曜日(全８回)に実施。時間は午前９時から午後５時 

（２）対象児童 

町内３小学校の１年生から３年生を対象（ただし、学童入所児童は除く） 

（３）活動場所 

大木町総合体育館・健康福祉センター・地区公民館のお宮等 

（４）主な体験内容（支援団体） 

グラウンドゴルフ     （大木町グラウンドゴルフ協会） 

昔遊び[こま回し・ビー玉] （大木町シルバー人材センター会員） 

昼食、おやつ作り     （婦人会、給食センター職員） 

絵手紙・ちぎり絵・てまり （趣味サークル会員） 

しめじ・アスパラの収穫  （町内のきのこ工場へ見学・収穫） 

自主学習の時間      （夏休みの宿題や読書） 

そのほかにも工作・魚釣り・コーラス・ハワイアンフラダンス等も体験 

 

 

 

 

 

 

 

    昼食作り     昔遊び（こま回し大会）    しめじの収穫体験 

 

 

 

 

 

 

ハワイアンフラダンス     コーラス体験      趣味サークル体験入門 

                             （絵手紙） 

 

 

 

       

 

 

 

  お宮で魚釣り     グラウンドゴルフ     完成した子ども達の作品  



 

◆事業の成果 

  事業の目的である、夏休み期間中の保護者に対しての子育て支援、またその中で

子ども達と地域の方々との交流で普段できない体験をし、夏休み期間中の子ども達

の安心・安全な居場所を提供することができた。参加児童からは「楽しかった」「ま

た来年も行く」などの感想や、保護者からは「子どもとの会話が弾むようになりま

した」「夏休みは子どもを預ける所を確保するのが大変だから助かりました」などの

感謝の声も届いている。 

  また、子ども達を一日中見守っていただくスタッフ・ボランティア、色々な体験

を指導していただくサークル団体の方々など、多くの協力を得て事業を実施するこ

とができた。今年初めての取り組みであった中学生・高校生のボランティアの皆さ

んも地域のお姉ちゃんとしていろいろな活動をサポートしてくれた。 

 

◆今後の課題 

今年で４年目の事業となるが、年度を追うごとに希望者が増加している。参加者

全員を受け入れるためには、スタッフ・ボランティアや活動拠点施設の確保が課題

となっている。 

  そこで、来年度は保育士や小学校の先生を目指している学生に積極的に声掛けを

していくとともに、地域の中に埋もれているいろんな特技や面白い活動をしている

人・グループ等を発掘して、子育て支援活動に繋げていきたい。 

また、事業内容についても、子どもたちが自分たちで工夫して遊べるように、自

由時間を設けているが、もっと子どもの自主性を伸ばせるようなメニューづくりに

ついても一工夫必要としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

８３０－０４１６ 

福岡県三潴郡大木町大字八町牟田２５５－１ 

大木町税務町民課 子育て支援係     ℡0944-32-1068 

大木町教育委員会教育課健康スポーツ係  ℡0944-32-1288 

 

 


